
の上手な使い方

裏面もご覧ください

のの上手な使い方
お使いになる場合には、

容器を正しく
ご使用いただくため、
よくお読みください。

キャップを回して開けます。

痛いところを中心にして、適量を
まんべんなくすり込みます。

容器のダイヤル（底部）を回して、
薬剤を4～5mm出します。

薬剤底部の受け皿が見え、皿の上面が露出するようになったら、本剤の使用をやめてください。
また、受け皿に残った薬剤は無理に使用しないでください（受け皿が皮膚に当たり、傷つける恐れ
があります）。薬剤の量は受け皿を除き表示量確保されております。なお、薬剤を出し終わると
ダイヤルは空回りする構造になっております。

注意▶

使用後は容器のダイヤル（底部）
を回して、薬剤を戻します。

薬剤が完全に容器に戻ったこと
を確認して、キャップをしっかりと
閉めてください。その後、直射日
光の当たらない涼しいところに
保管してください。

ダイヤルを
回して戻す。

しっかりと閉める。



● 以前にぜんそく発作を起こしたことのある方や
現在ぜんそくの方、また以前にこの薬の使用に
より皮膚のかゆみ、かぶれなどの症状を起こし
たことのある方は使用前に担当医師・薬剤師に
相談してください。

● 傷口や眼、粘膜には使用しないでください。
● この薬を塗った患部を通気性の悪いもので包
まないでください。

●この薬を使ったあと、かゆみ、かぶれ、発赤、ヒリ
ヒリ感などの症状があらわれたときは、担当医
師・薬剤師に相談してください。

● 揮発性があるので、使用後はキャップをしっかりと
閉めて、直射日光、高温の場所（車内など）を避けて
保管してください。

● 火気に近づけないでください。
● 小児の手のとどかない所に保管してください。
● 塗料（家具、塗装床、アクセサリー等）、化繊、絹、皮革
等に付着すると変質することがあるので注意して
ください。

● 処方された患者さん以外の方は使用しないでください。

保管および取扱い上の注意

使用上の注意


